
１　中期経営目標達成に向けたサービス向上・利用促進等の取組

 (1)　実績

 (2)　令和２年度における取組内容の見直し等

　中期経営目標
　（H29～R4）

・利用者数を５年間で２％増加させます。
・利用者アンケートによる満足度は、引き続き９５％以上を維持します。

項　目 実施内容

①　サービス向上・
　　利用促進

職員の資質向上
  ・石川県青少年教育施設協議会資質向上研修会の受講
  ・能登町主催の小中学校向け海洋環境教育に係る研修会に参加
利用者の苦情・意見の把握・対応
  ・利用団体アンケートの実施
自主事業の企画・実施
  ・「能登の贈り物」でアカテガ二の産卵の観察等
  ・そば打ち体験でへぎそば（海藻入りそば）を作る
体験活動プログラムの実施
  ・海洋チャレンジプログラムの実施
　（参加者数　２回／８５人）
  ・いしかわ子ども自然学校の開催
   (参加者数　１２プログラム／４５６人）

能登少年自然の家の令和元年度管理状況

　施設所管課 教育委員会事務局生涯学習課

　施設管理者 　一般財団法人石川県県民ふれあい公社　　理事長　中野　俊一

　指定期間 　平成２９年４月１日～令和４年３月３１日

②　広報活動

施設の情報提供、広報、広告
  ・常に新しい情報を提供できるようホームページの充実
  ・主催事業広報用リーフレットを作成、能登町、珠洲市の
　　学校、保育所、公民館等に配付
  ・近隣の小中学校をはじめ、企業や公民館等を訪問するなど
　　施設利用をＰＲ
  ・新聞等マスコミ関係へイベント情報を提供

実施内容

・利便性向上のため玄関・ホール・体育館の掲示物等を簡素化する
・活動の魅力をよりＰＲするため、ホームページをリニューアルする
・冬季の利用を促進するため、新たに「ウインターチャレンジ」プログラムを実施する
・利用者の安全を確保するため、新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う安全対策を
　徹底する
・利用者獲得に向け、奥能登地域全般に対し施設利用のＰＲに努める

様式2



２　中期経営目標の進捗状況

※基準値は中期経営目標における基準値

＜利用者数など利用指標に係る増減理由＞

＜利用者アンケート結果（通年実施　有効回答数65件）＞

３　施設等の維持管理

(1) 利用者数（人） 22,129人 21,309人 20,813人 97.7% 94.1% 22,600人

測定指標
H27年度
(基準値)

H30年度 R1年度 前年度比 基準値比 R3年度
(目標値)

H29年度

22,883人

利用者サービス(%) 100.0 100.0 100.0 0.0㌽ 0.0㌽ 95.0

(2) 利用者アンケー
  トにおける満足度

100.0

項　目
回　答

良い 概ね良い やや悪い 悪い

95.0

指　標

　利用者数

施設の維持管理(%) 100.0 95.5 100.0 4.50㌽ 0.0㌽

対前年度増減理由 対基準値増減理由

雪不足や新型コロナウィルス流行
により主催事業の中止や予約の
キャンセルが相次いだため

同　左

100.0

項　目 実施内容

(1) 清掃
・日常清掃：毎日１～２回
・特別清掃（床ワックスがけ）：年１回

(2) 設備保守点検

・電気設備：年６回　　 　　　・消防用設備：年２回
・簡易水道検査：年1回      　・貯水槽清掃：年１回
・鼠、昆虫等の防除（年１回）
・合併処理施設　　点検（維持管理）月4回×１２ヶ月

　利用者サービス(%) 84.6 15.4 0.0 0.0

　施設の維持管理(%) 60.0 40.0 0.0 0.0

(3) 植栽維持管理 ・草刈り　樹木剪定　適宜

(4) 警備
・施設全体の警備（常駐、夜間警備（宿泊者がいる場合）、
  巡回警備等）及び駐車場管理を毎日実施

(5) 小規模修繕 ・男女浴室ガラス交換修繕・大型バス車検整備・大型カヌー全塗装



４　管理運営体制

５　収支状況

 (1)　使用許可等の状況

（単位：件）

 (2)　使用料の収入実績（利用料金の収入及び減免の状況）

（単位：千円）

項　目 実施内容

(1) 緊急時の対応・
　　安全管理などの
　　危機管理

・緊急連絡網、危機管理マニュアル、消防計画等の見直し･作成
・避難訓練の実施　年２回

(2) 個人情報の管理
　　状況

・基本協定（個人情報の取扱いに係る特記事項）に基づき適正に管
理

項　目 許可件数 不許可件数 不許可理由

能登少年自然の家 136 0

　食事料 19,127

　寝具料 1,428

　合　計 136 0

項　目 収入額 減免額 減免理由

暖房・カヌー利用料等 368

　合　計 20,923 0



 (3)　収支決算

（単位：千円）

６　利用者からの意見、苦情、要望

７　事故、故障等

８　その他報告事項など

収　入 支　出

　指定管理料 33,794 　人件費 31,745

　その他 24,473

　利用料収入 20,923 　光熱水費 4,903

　その他 2,994   修繕費 1,971

　合　計　　① 57,711 　合　計　　② 63,092

　収支差額　①－② -5,381 

特になし

なし

年　月 内　容 対　応

年　月 内　容 対　応

なし



９　評価結果

○　評価基準

　　　Ａ（優）　：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている

　　　Ｂ（良）　：仕様書等に定める水準を上回っている

　　　Ｃ（可）　：概ね仕様書等に定める水準どおり実施されている

　　　Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を要する部分がある

○　総合評価

　　　Ａ（優）　：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている

　　　Ｂ（良）　：優れた管理運営がなされている

　　　Ｃ（可）　：適正な管理運営がなされている

　　　Ｄ（不可）：改善が必要である

(3) 管理運営体制 Ｂ

・教育施設としての機能が発揮できる、適切な職員
  の配置がなされている。

・非常時の緊急連絡網、消防計画、海洋活動に係る
  安全規程等が定められ、安全対策が適切である。

・天候悪化による活動内容の変更にも柔軟に対応で
  きるよう周辺施設との連携体制が構築されてい
  る。

・高校生ボランティアを積極的に受入れ、きめ細や
  かな指導ができる体制を整えている。

・個人情報保護や宿直業務など、仕様書等に基づ
  き、適切な管理運営がなされている。

総合評価 Ｂ
・仕様書等に基づき適切な管理運営を行うととも
  に、施設利用のＰＲや利用者満足度の高いサー
  ビスの提供に積極的に取り組んでいる。

評価項目 評価 所見（工夫・改善点）

(1) 中期経営目標の達成
　　に向けたサービス向
　　上・利用促進等の取組

Ｂ

・追跡ハイクのコースを安全性向上の観点から見直
　し、コースの変更・整備をするなど利用者の活動
　プログラムの改善や活動場所の整備に努めてい
  る。

・近隣の学校、公民館、スポーツ少年団等を訪問
  し、施設ＰＲに努めるとともに、ホームページの
  充実を図るなど積極的に情報発信を行っている。

・利用者サービスの満足度は高い水準を維持してい
  る。

(2) 施設等の維持管理 Ｂ

・利用者の安全性を考慮し、施設の修繕等に積極的
  に対応している。

・施設内は常に清潔に保たれており、利用者の要望
  に対応するなど適切な管理がなされている。ま
  た、館内展示をさらに工夫し、利用者の学習環境
  作りに努めている。



10　助言・指摘事項


